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基
本
的
な
考
え
方

　

区
の
児
童
・
生
徒
数
は
、
昭
和

　

年
代
の
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以
下

５０に
減
少
し
、
一
つ
の
学
年
に
一
学

級
し
か
な
い
学
校
も
増
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
施
設
面
で
は
今
後
二
〇

年
間
で
全
体
の　

％
と
な
る
五
〇

７６

校
が
建
築
後
五
〇
年
以
上
経
過
し

改
築
時
期
を
迎
え
、
こ
う
し
た
学

校
施
設
の
整
備
は
、
将
来
に
向
け

て
大
き
な
財
政
負
担
と
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
適
切
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
は
、
将
来
に
わ

た
り
こ
れ
ま
で
と
同
じ
数
の
学
校

を
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
区
は
次
の
考
え
で

学
校
の
配
置
の
見
直
し
を
行
い
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
望
ま
し
い
教
育
環
境
を
整
え
て

い
き
ま
す
。

　  
適
正
配
置
に
つ
い
て

　

少
子
化
が
進
む
中
、
長
期
的
に

は
区
内
学
齢
人
口
は
減
少
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
平
成　
３０

年
ま
で
の
間
、
区
内
小
中
学
校
の

学
齢
人
口
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と
は
い

え
若
干
の
微
増
傾
向
で
推
移
す
る

見
込
み
で
す
。
一
方
で
、「
全
学
年

単
学
級
」
と
い
う
よ
う
に
著
し
く

小
規
模
化
し
た
学
校
が
増
え
て
お

り
、
集
団
教
育
の
場
と
し
て
の
望

ま
し
い
教
育
環
境
を
早
期
に
整
え

て
い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
当
面
、　

年
度
ま

２５

で
の
間
は
、
左
表
の
と
お
り
、
著

し
く
小
規
模
化
し
た
学
校
を
最
優

先
に
対
応
を
図
る
べ
き
適
正
配
置

の
検
討
対
象
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
と
し
ま
す
。

  
今
後
の
進
め
方

　
　

年
度
ま
で
の
適
正
配
置
計
画

２５
は
、
対
象
校
ご
と
の
個
別
計
画
と

し
て
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と

の
合
意
形
成
を
図
る
た
め
の
手
続

き
を
重
視
す
る
観
点
か
ら
、
次
の

手
順
に
よ
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、　

年
度
以
降
に
つ
い
て

２６

は
、
区
内
学
齢
人
口
の
動
向
な
ど

の
状
況
変
化
を
踏
ま
え
て
、
基
本

方
針
の
必
要
な
見
直
し
を
図
り
、

適
正
配
置
の
さ
ら
な
る
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

  
改
定
に
伴
う
措
置

　

昨
年
６
月
に
策
定
し
た
「
小
中

学
校
適
正
配
置
の
た
め
の
再
編
構

想
」
お
よ
び
「
小
中
学
校
第
一
次

適
正
配
置
計
画
素
案
（
中
学
校
の

統
合
）」な
ど
従
前
の
基
本
方
針
に

基
づ
く
計
画
等
は
、
い
ず
れ
も
廃

止
し
ま
す
。

※
改
定
案
の
全
文
は
、
下
記
の
閲

覧
場
所
で
ご
覧
に
な
れ
る
ほ

か
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
ま
す
。

〈適正配置の検討対象とする学校〉

全学年が単学級の学校、および全学年単学級
になることが見込まれる学校

全校で６～７学級以下の学校小 学 校

全校で３～４学級以下の学校中 学 校

※各年度４月時点（入学式後）の学校規模によります。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並並区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小小中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針「杉並区立小中学校適正配置基本方針」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
ををををををををををををををををををををを改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすを改定します 

「杉並区自治基本条例」に基づく区民等の意見提出手続により、皆さんのご意見を伺います。　改定案の概要は
次のとおりです。今後、皆さんからのご意見を踏まえ、新たな基本方針を決定していきます。

害害問い合わせは、教育改革推進課学校適正配置担当へ。

「杉並区立小中学校適正配置基本方針改定案」に、
ご意見をお寄せください

①ハガキ、封書または閲覧場所にある意見用紙に書いて、郵送
　またはファクスで、２１年１月１５日（必着）までに教育改革推
　進課学校適正配置担当胃５３０７崖０６９２へ。
②ご意見には、住所・氏名（在勤の方は勤務先の名称と所在　
　地、在学の方は学校名と所在地）、事業者の方は事業所の名
　称と所在地、代表者の氏名も書いてください。
③区ホームページの電子掲示板に書き込むこともできます。
　開設期間＝１２月１１日㈭～２１年１月１５日㈭
【閲覧場所】
　教育改革推進課（区役所東棟６階）、区政資料室（西棟２階）、
区政相談課（東棟１階。区民意見提出期間中の土・日曜日の
み。ただし、１月３日㈯を除く）、区民事務所・分室、駅前事
務所、図書館

　

今
回
の「
緊
急
経
済
対
策
融
資
制
度（
利

子
補
給
）」
は
、
原
則
、
売
上
高
が
減
少
し

て
い
る
「
全
業
種
」
を
対
象
に
無
利
子
融

資
を
実
施
し
、
区
内
中
小
企
業
の
経
営
を

支
援
し
ま
す
。

【
申
込
受
付
期
間
】

　
　

月　

日
㈪
～　

年
３
月　

日
㈫
午
前

１２

１５

２１

３１

９
時
～
午
後
４
時
（
年
末
年
始
と
祝
日
を

除
き
１
月
末
ま
で
は
土
・
日
曜
日
も
受
け

付
け
ま
す
）

【
限
度
額
・
返
済
期
間
】

　

五
〇
〇
万
円
・
六
年
六
カ
月
以
内

（
外
据
置
六
カ
月
以
内
）

【
本
人
負
担
利
率
】

煙
貸
付
か
ら
三
年
間
は
無
利
子

煙
三
年
間
経
過
後
は
年
０
・　

％
（
小
口

５２

融
資
資
金
対
象
融
資
は
年
０
・　

％
）

４７

【
ご
利
用
で
き
る
方
】

　

次
の
①
～
⑦
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し

て
い
る
方

①
区
内
に
主
た
る
事
業
所
（
法
人
は
本
店

登
記
も
）
を
有
し
、
区
内
で
同
一
の
事

業
を
引
き
続
き
一
年
以
上
（
売
上
発
生

か
ら
一
年
以
上
）
営
ん
で
い
る

②
最
近
三
カ
月
ま
た
は
一
年
間
の
売
上
高

（
ま
た
は
売
上
総
利
益
）
が
前
年
同
期

と
比
較
し
て
減
少
し
て
い
る

③
申
し
込
み
日
ま
で
に
納
付
す
べ
き
住
民

税
お
よ
び
事
業
税
の
滞
納
が
な
い

④
東
京
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対
象
業
種

を
営
み
、
事
業
に
必
要
な
許
認
可
を
受

け
て
い
る

⑤
個
人
の
場
合
に
は
、
主
た
る
収
入
を
当

該
事
業
か
ら
受
け
て
い
る

⑥
従
業
員
数
が
二
〇
人
（
小
売
り
業
ま
た

は
サ
ー
ビ
ス
業
は
五
人
）
以
下
で
あ
る

⑦
東
京
信
用
保
証
協
会
か
ら
の
保
証
付
残

高
が
一
二
五
〇
万
円
未
満
で
あ
る

※
⑥
・
⑦
の
条
件
は
小
口
融
資
資
金
の
対

象
者
の
み

学校の適正配置を着実に進めるため

①
対
象
校
の
保
護
者
や
地
域
の

　

方
々
と
の
意
見
交
換

②
計
画
案
を
作
成
し
、「
区
民
等

　

の
意
見
提
出
手
続
」 
を
実
施

③
右
記
の
手
続
き
の
期
間
中
に

　

説
明
会
を
開
催

④
区
民
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、

　

計
画
を
決
定

①
学
校
の
適
正
規
模
を
確
保

し
、
集
団
教
育
の
本
来
の
機

能
を
一
層
発
揮
で
き
る
学
校

と
し
ま
す
。

②
地
域
づ
く
り
の
核
と
な
る

学
校
を
目
指
し
ま
す
。

③
適
正
配
置
に
よ
り
生
ま
れ

た
財
源
・
資
産
を
、区
民
の
た

め
最
大
限
に
活
用
し
ま
す
。

們
們
問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
経
済
課
商
工
係
融
資
担
当
へ
。

 
緊
急
経
済
対
策
融
資
を
実
施
し
ま
す

　
　

〜
無
利
子
融
資
を
全
業
種
に
拡
大

緊急経済
対策
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草
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
３
３
９
４
倆
１

２
１
２
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
相
談
日
時
を
調
整
し
て
、
ご
連

絡
し
ま
す
。

◇
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
結
果

　
　

年
度
上
半
期
に
行
っ
た
調
査
結

２０
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
大
気
・
河

川
と
も
環
境
基
準
内
の
数
値
で
し

た
。
過
去
の
結
果
は
、
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◇
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

簡
易
焼
却
炉
に
よ
る
焼
却
や
野
焼

き
な
ど
は
原
則
禁
止
で
す
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
抑
制
を
推

進
す
る
た
め
、
家
庭
用
簡
易
焼
却
炉

を
無
料
で
回
収
し
て
い
ま
す
。な
お
、

固
定
さ
れ
て
い
た
り
簡
単
に
運
べ
な

い
も
の
、
事
業
用
で
使
用
し
て
い
た

も
の
は
対
象
外
で
す
。

　

た
き
火
の
煙
や
臭
い
が
家
の
中
に

こ
も
っ
た
り
、
臭
い
や
燃
え
殻
が
洗

濯
物
に
つ
い
て
汚
れ
て
し
ま
う
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
落
ち

葉
の
た
き
火
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
呼
吸
器
系
疾
患
の
あ
る
方

か
ら
も
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
落
ち
葉
は
た
い
肥
作
り
に
利
用

し
た
り
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◇
杉
並
中
継
所
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
結
果

　

８
月　

日
㈭
・　

日
㈮
に
実
施
し

２１

２２

た
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

猿
調
査
の
概
要

①
中
継
所
の
排
気
・
換
気
と
周
辺
四

地
点
と
対
照
二
地
点
の
大
気
調
査
②

中
継
所
の
排
気
・
換
気
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
調
査
③
中
継
所
の
排
水
調
査

猿
調
査
結
果

①
中
継
所
の
排
気
・
換
気
で
東
京
都

環
境
確
保
条
例
に
よ
る
規
制
基
準
の

あ
る
一
一
項
目
は
す
べ
て
規
制
値
未

満
の
数
値
で
し
た
。
②
中
継
所
の
排

気
・
換
気
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
濃

度
は
、
環
境
基
準
と
比
較
し
て
十
分

低
い
数
値
で
し
た
。
③
中
継
所
の
排

水
は
、
排
水
処
理
後
す
べ
て
の
項
目

で
下
水
排
除
基
準
ま
た
は
悪
臭
防
止

法
の
基
準
範
囲
内
の
数
値
で
し
た
。

　

調
査
結
果
報
告
書
は
、
区
政
資
料

室
（
区
役
所
西
棟
二
階
）、
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◇
井
草
森
公
園
周
辺
環
境
問
題
の
健

康
相
談

　

井
草
森
公
園
周
辺
で
健
康
に
不
調

の
あ
る
方
へ
の
健
康
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
内
容
は
、
医
師
に
よ
る
問

診
と
診
察
で
す
。
希
望
者
は
、
上
井

環
境
に
関
す
る
調
査
結

環
境
に
関
す
る
調
査
結
果果

們
們
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
課
公
害
対
策
係
へ
。

　
   
●
当
初
予
算

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
（
同
時
補

正
予
算
を
含
む
）
は
、
一
五
四
六
億

四
七
四
三
万
円
、
対
前
年
度
比
２
・

２
％
の
増
で
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
や
老
人

保
健
医
療
会
計
な
ど
の
特
別
会
計
を

含
め
た
総
額
は
、
二
五
〇
五
億
七
二

五
九
万
円
と
な
り
ま
し
た
（
対
前
年

度
比
８
・
４
％
減
）。

　
   
●
補
正
予
算

　

一
般
会
計
第
一
号
補
正
は
、　

年
２０

３
月
（
当
初
予
算
と
同
時
）
に
議
決

さ
れ
ま
し
た
。
職
員
人
件
費
に
要
す

る
経
費
で
、
補
正
額
は
二
〇
四
三
万

円
で
し
た
。

　

一
般
会
計
第
二
号
補
正
は
、　

年
２０

６
月
に
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
施
設
建

設
助
成
・
妊
産
婦
等
健
康
診
査
事
業

に
要
す
る
経
費
な
ど
で
、
補
正
額
は

三
億
九
四
四
五
万
円
で
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り　

年
９
月
末
の
特
別

２０

会
計
を
含
む
予
算
総
額
は
、
二
五
一

七
億
二
二
三
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た

（
表
１
）。

　
   
●
予
算
執
行
状
況

　

９
月
末
の
特
別
会
計
を
含
む
収
入

済
額
は
一
〇
九
八
億
二
二
八
七
万

円
、
支
出
済
額
は
九
四
〇
億
三
二
六

三
万
円
で
す
（
表
１
）。

　
   
●
区
民
税
の
負
担

　

区
の
収
入
と
な
る
こ
と
が
確
定
し

た
９
月
末
現
在
の
特
別
区
民
税
現
年

度
分
調
定
額
は
、
五
九
一
億
二
〇
二

万
円
で
す
。

　

区
民
一
人
あ
た
り
で
は
、
一
一
万

五
六
八
円
、
一
世
帯
あ
た
り
で
は
、

一
九
万
八
七
三
〇
円
の
負
担
額
と
な

り
ま
す
。

　
   
●
公
有
財
産

　

土
地
や
建
物
、
基
金
な
ど
の
公
有

財
産
等
の
９
月
末
現
在
高
は
、
六
一

二
七
億
二
万
円
で
す
（
表
２
・
３
）。

　

基
金
の
う
ち
、
特
定
の
目
的
の
た

め
に
積
み
立
て
る
積
立
基
金
の
運
用

に
あ
た
っ
て
は
、
普
通
預
金
や
定
期

預
金
な
ど
の
預
金
や
国
債
な
ど
の
債

券
を
中
心
に
、
安
全
で
効
率
的
な
運

用
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

年
度
９
月
末
現
在
の
運
用
利
子

２０
額
は
二
億
五
三
八
八
万
円
、
平
均
利

回
り
は
０
・
８
９
１
％
で
す（
表
４
）。

　
   
●
特
別
区
債

　

９
月
末
の
区
債
現
在
高
は
、
三
〇

七
億
四
八
万
円
と
な
り
、
前
年
９
月

区は、条例に基づき年２回財政状況を公表しています。今回は４月～９月までの２０年度上半期について、
お知らせします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　――問い合わせは、財政課へ。

区区のの財財政政状状況況ををおお知知ららせせししまますす

〈表１　各会計の予算執行状況　　２０年９月３０日現在〉
執行率支出済額収入率収入済額予算現額会計区分
３６．５％５６８億３９３万円４６．８％７２９億８８２４万円１５５７億９７１５万円一般会計
３９．１％２０１億９４２５万円３８．９％２０１億８８万円５１６億５９１６万円国民健康保険事業会計
８３．５％３７億４５０３万円７９．５％３５億６２２８万円４４億８２６７万円老人保健医療会計
３５．５％１０５億７５６０万円３８．４％１１４億３０８６万円２９７億６１９０万円介護保険事業会計
２７．１％２７億１３８２万円１７．４％１７億４０６１万円１００億２１４２万円後期高齢者医療事業会計
３７．４％９４０億３２６３万円４３．６％１０９８億２２８７万円２５１７億２２３０万円合　計

※一般会計には、繰越明許費繰越額を含む。

〈表２　公有財産等の現在高〉
構成比金　額区　分
６３．１％３８６４億３７６１万円土地
２６．７％１６３５億９５９２万円建物
８．５％５２０億１６５７万円基金
０．９％５５億５７５０万円物品
０．６％３４億６５８３万円工作物
０．２％１３億８９９７万円出資金
０．０％１億９１３８万円立木
０．０％４５００万円有価証券
０．０％２４万円地役権
１００．０％６１２７億２万円合　計

※上記のほか、無体財産権があります。

〈表３　基金の内訳〉
金　額基 金 名金　額基 金 名

６億５０００万円公共料金支払基金

運

用

基

金

２２０億８５５７万円財政調整基金

積

立

基

金

２４億６８５０万円災害対策基金
１１億８９８８万円社会福祉基金

８０００万円

国民健康保険
高額療養費資金及
び出産費資金貸付
基金

１３億８７４７万円区営住宅整備基金
１９９億９１０３万円施設整備基金
２２億７１４４万円減債基金
１７億９６１１万円介護保険給付費準備基金

３０００万円
介護保険高額介護
サービス費等資金
貸付基金

１５９８万円ＮＰＯ支援基金

５０６０万円みどりの基金
７億６０００万円合　計５１２億５６５８万円合　計

※運用基金の金額は、運用できる上限額。

〈表５　特別区債の現在高〉
金　　額特別区債名
１７２億３６１１万円建設事業債
４０億９２９６万円減税補てん債
６６億８９２０万円杉並南中央公園債（柏の宮公園整備）
２６億７５２１万円介護サービス事業勘定

７００万円災害援護資金
３０７億４８万円合　　計
４１２億１９５３万円前年度上半期合計

〈表４　基金運用状況〉

平均利回り運用利子額積立基金現在高年　度

０．８９１％２億５３８８万円５１２億５６５７万円２０年度

０．７０３％１億６５１５万円４９３億６６４７万円１９年度

０．１８８％１８億９０１０万円差

　

詳
し
い
内
容
は
、
冊
子
「
財

政
の
あ
ら
ま
し
―
平
成　

年
度

２０

上
半
期
の
財
政
状
況
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
区
政
資
料
室
（
区

役
所
西
棟
二
階
）
や
図
書
館
、

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ほ

か
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

末
に
比
べ
一
〇
五
億
一
九
〇
五
万
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
５
）。

☆　

☆　

☆

　

冊
子
「
財
政
の
あ
ら
ま
し
」
で
は
、

　

年
度
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
も
掲

１９載
し
て
い
ま
す
。

〈表１　大気中ダイオキシン類　調査結果〉
単位 pg崖TEQ/㎥

１９年度 
年平均値

第２回第１回
調査地点 ８月１９日

　～２６日
５月１５日
　～２２日

区平均 
０．０３５
都平均 
０．０４２

０．０２８０．０２４井草森公園

０．０２２０．０２４大宮前体育館

０．０３４０．０１９郷土博物館
環境基準　０.６pg崖TEQ/㎥以下
1pg:１兆分の１グラム

〈表２　河川ダイオキシン類　調査結果〉　
単位 水質：pg崖TEQ/ℓ

水　質
調査地点 第１回

８月２０日
０．１２宮下橋（神田川）
０．８４佃橋（神田川、玉川上水放流口）
０．０２３尾崎橋（善福寺川）
０．１２和田見橋（神田川）

環境基準　水質：１pg崖TEQ/ℓ以下

　ダイオキシン類の毒性等価係数は、平成２０年４月１
日に改定。１９年度値は旧係数での数値です。

２０年度
上半期
区の財政状況をお知らせしま区の財政状況をお知らせしますす
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国
民
健
康
保
険
出
産
育
児 

一
時
金
の
金
額
が
変
わ
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
出
産
し

た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
出
産
育
児
一

時
金
が
、　

年
１
月
１
日
以
降
の
出

２１

産
か
ら
出
生
児
一
人
に
つ
き
三
八
万

円
に
な
り
ま
す
（
妊
娠
八
五
日
以
上

で
あ
れ
ば
、死
産
・
流
産
で
も
支
給
）。

　

こ
れ
に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金

の
受
取
代
理
制
度
を
利
用
す
る
場
合

も
三
八
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
出
産
費
の
貸
付
制
度
を
利

用
す
る
場
合
の
貸
付
上
限
額
は
、
出

産
育
児
一
時
金
の
八
割
で
あ
る
三
〇

万
四
〇
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
 

国
保
年
金
課
国
保
給
付
係

国
民
年
金
の
高
齢
任
意
加
入

制
度
の
ご
利
用
を

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
に
は
、
保

険
料
納
付
や
免
除
・
猶
予
承
認
期
間
、

厚
生
年
金
・
共
済
組
合
の
加
入
期
間

な
ど
が
二
五
年
以
上
必
要
で
す
。

問

　
　

歳
に
な
っ
た
と
き
に
、
受
給
資

６０
格
を
満
た
し
て
い
な
い
方
や
年
金
額

を
増
や
し
た
い
方
は
、　

歳
に
な
る

６５

前
月
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
現
在
の
年
金
額
七
九
万
二

一
〇
〇
円
（
満
額
）
が
上
限
で
す
。

た
だ
し
、
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
加

入
中
の
方
や
、
老
齢
基
礎
年
金
の
繰

上
げ
支
給
を
受
給
中
の
方
は
任
意
加

入
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
昭
和　

年
４
月
１
日
以
前

４０

生
ま
れ
で　

歳
の
時
に
受
給
権
の
な

６５

い
方
は
、
受
給
資
格
を
満
た
す
ま
で

（　

歳
に
な
る
前
月
ま
で
が
限
度
）

７０
特
例
で
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
は
口
座
振
込
に
な
り
ま
す

の
で
、
金
融
機
関
の
通
帳
と
届
出
印

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
 

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

「
さ
ざ
ん
か
ね
っ
と
」 

年
末
年
始
の
シ
ス
テ
ム
休
止

　

シ
ス
テ
ム
の
点
検
と
保
守
を
行
う

た
め
、「
さ
ざ
ん
か
ね
っ
と
」
は
、
集

会
施
設
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
も
、　
１２

月　

日
㈪
～　

年
１
月
３
日
㈯
ま
で

２９

２１

休
止
し
ま
す
。

　

ま
た
、　

月　

日
㈰
、　

年
１
月

１２

２８

２１

４
日
㈰
に
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
パ
ソ
コ
ン
を
ご
利

用
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
各
施
設

問

の
休
館
日
を
確
認
の
上
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
 

集
会
施
設
＝
地
域
課
地
域
施
設

係
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
＝
社
会
教
育
ス

ポ
ー
ツ
課
社
会
体
育
係

捌
馬
橋
ふ
れ
あ
い
図
書
室 

年
末
年
始
休
室

　

馬
橋
ふ
れ
あ
い
図
書
室
（
高
円
寺

北
４
們
２
們　

馬
橋
児
童
館
二
階
）

１７

は
、
児
童
館
が
休
館
の
た
め　

月　
１２

２８

日
㈰
～　

年
１
月
４
日
㈰
は
休
室
し

２１

ま
す
。

　
 

中
央
図
書
館
協
働
推
進
担
当
緯

３
３
９
１
倆
５
７
５
４

証
明
書
自
動
交
付
機
臨
時
休
止

　
　

月　

日
㈷
は
、
区
役
所
の
電
気

１２

２３

設
備
改
修
の
た
め
区
内
に
設
置
し
て

い
る
す
べ
て
の
証
明
書
自
動
交
付
機

を
一
日
休
止
し
ま
す
。

　
 

区
民
課
住
民
記
録
係

　

年
度
学
童
ク
ラ
ブ
入
会
を

２１希
望
す
る
児
童
を
募
集

　

学
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者
が
就
労

な
ど
に
よ
り
昼
間
留
守
に
な
る
家
庭

の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
し
た
下
校
後

の
生
活
の
場
で
、
お
子
さ
ん
が
楽
し

く
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
遊
び
や

集
団
活
動
を
中
心
と
し
た
運
営
を
行

っ
て
い
ま
す
。

◇
入
会
期
間

　
　

年
４
月
～　

年
３
月

２１

２２

◇
運
営
時
間

　

月
～
金
曜
日
＝
下
校
後
～
午
後
６

時
。
学
校
休
業
日
（
夏
休
み
・
開
校

記
念
日
・
そ
の
他
の
休
校
日
）
は
午

前
８
時　

分
か
ら
。
土
曜
日
＝
午
前

３０

８
時　

分
～
午
後
５
時
。

３０

　

利
用
時
間
延
長
な
ど
の
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
利
用
料

　

月
額
三
〇
〇
〇
円
（
お
や
つ
代
月

問問問

額
一
八
〇
〇
円
別
途
自
己
負
担
）。

　

な
お
、
利
用
料
・
お
や
つ
代
共
に

減
額
・
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◇
対
象

　

区
内
在
住
・
在
学
の
小
学
一
～
四

年
生
。
た
だ
し
、
心
身
に
障
害
が
あ

る
な
ど
の
理
由
で
必
要
と
認
め
ら
れ

る
児
童
は
六
年
生
ま
で
。

　

高
円
寺
北
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
重
度

重
複
障
害
の
お
子
さ
ん
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。

◇
申
し
込
み

　

入
会
を
希
望
す
る
学
童
ク
ラ
ブ

に
、
入
会
資
格
・
手
続
き
な
ど
お
問

い
合
わ
せ
の
上
、
学
童
ク
ラ
ブ
に
備

え
て
あ
る
入
会
申
請
書
と
必
要
書
類

（　

月　

日
か
ら
配
付
）
を
、
直
接
、

１２

１１

希
望
学
童
ク
ラ
ブ
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
申
請
書
は
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
り
出
せ
ま
す
。
こ

の
場
合
、
電
話
で
申
請
・
入
会
面
接

の
日
時
を
学
童
ク
ラ
ブ
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
初
め
て
入
会
を
希
望
す

る
方
に
は
面
接
を
行
い
ま
す
。

◇
申
し
込
み
期
間

　
　

年
１
月
５
日
～　

日
の
月
～
金

２１

３１

曜
日
＝
午
前　

時
～
午
後
６
時
、
土

１０

曜
日
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
。
日

曜
日
・
祝
日
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
。

　
 

各
学
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は
児
童
青

少
年
課
☎
３
３
９
３
倆
４
７
６
０

　

年
度
区
立
学
校
補
助
教
員

２１
　
 

担
当
教
員
と
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
（
二
人
指
導
体
制
）
に
よ

る
授
業
補
助
な
ど
▽
期
間
＝　

年
４

２１

月
１
日
～　

年
３
月　

日
▽
勤
務
日

２２

３１

時
＝
所
属
学
校
長
の
指
定
す
る
日

（
週
五
日
、
月
二
〇
日
程
度
）
で
午

前
８
時
～
午
後
５
時
の
間
で
指
定
す

る
時
間
／
原
則
と
し
て
長
期
休
業
期

間
中
は
勤
務
な
し
▽
勤
務
場
所
＝
区

立
小
・
中
・
養
護
学
校
▽
資
格
＝
小

問内

中
学
校
い
ず
れ
か
の
教
諭
免
許
状
が

あ
る
。
ま
た
は
採
用
日
ま
で
に
取
得

で
き
る
方
▽
時
給
＝
一
三
二
〇
円

（
予
定
）
▽
募
集
人
数
＝
一
五
名
程

度
▽
そ
の
他
＝
有
給
休
暇
あ
り
。
社

会
保
険
加
入
。
交
通
費
支
給
（
月
額

一
万
円
限
度
） 

応
募
書
類
（
教
育

人
事
企
画
課
〈
区
役
所
東
棟
六
階
〉

で
配
付
ま
た
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
取
り
出
せ
ま
す
）
を
、
１
月　

日
１６

（
必
着
）
ま
で
に
同
課
へ
郵
送
ま
た

は
持
参 

同
課

非
常
勤
保
育
士
（
嘱
託
員
）

　
 

勤
務
期
間
＝　

年
４
月
１
日
～

２１

　

年
３
月　

日（
五
回
ま
で
更
新
可
。

２２

３１

た
だ
し　

歳
到
達
後
は
年
度
末
で
退

６５

職
）
▽
勤
務
場
所
＝
区
立
保
育
園
の

い
ず
れ
か
（
年
度
途
中
を
含
め
異
動

と
な
る
場
合
が
あ
り
）
▽
勤
務
日
時

＝
月
一
六
日
勤
務
（
土
曜
日
勤
務
あ

り
。
日
曜
日
・
祝
日
は
除
く
）
午
前

７
時　

分
～
午
後
７
時　

分
の
う
ち

３０

４５

八
時
間
（
交
代
制
）
▽
資
格
＝　

年
２１

３
月　

日
を
基
準
日
と
し
都
道
府
県

３１

知
事
の
保
育
士
登
録
を
受
け
て
い
る

方
。
資
格
取
得
見
込
み
の
方
は
資
格

取
得
後
速
や
か
に
保
育
士
登
録
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
▽
募
集
人
数
＝
五
名

程
度
▽
報
酬
＝
一
七
万
四
〇
〇
〇
円

以
上
（　

年
度
予
定
）
▽
そ
の
他
＝

２１

申

問

内

実
務
経
験
に
よ
る
報
酬
加
算
・
有
給

休
暇
・
健
康
診
断
・
被
服
貸
与
あ
り
。

交
通
費
支
給
（
月
額
五
万
五
〇
〇
〇

円
限
度
）。
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加

入 

所
定
の
申
込
書
（
保
育
課
管
理

係
〈
区
役
所
東
棟
三
階
〉
ま
た
は
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
り
出
せ
ま

す
）
に
保
育
士
証
の
コ
ピ
ー
（
も
し

く
は
取
得
見
込
み
証
明
書
）
を
添
え

て
、
１
月
７
日
（
必
着
）
ま
で
に
保

育
課
管
理
係
に
簡
易
書
留
で
郵
送
ま

た
は
持
参 

同
係 

採
用
ま
で
の
流

れ
＝
①
書
類
選
考
合
格
者
に
面
接
の

お
知
ら
せ
②
面
接
は
１
月
下
旬
を
予

定
③
最
終
合
格
者
の
発
表
は
２
月
中

旬
、
勤
務
園
は
３
月
後
半
に
連
絡
④

不
採
用
で
も
応
募
書
類
は
返
却
し
ま

せ
ん
⑤
採
用
決
定
者
に
は
所
定
の
健

康
診
断
書
（
費
用
は
自
己
負
担
）
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

区
立
小
中
学
校
介
助
員 

（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
）

　
 

通
常
学
級
ま
た
は
特
別
支
援
学

級
で
心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
・
生

徒
な
ど
の
学
校
生
活
に
お
け
る
安
全

管
理
や
介
助
▽
勤
務
日
時
＝
原
則
と

し
て
月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時　

分
３０

～
午
後
３
時　

分
（
実
働
六
時
間
）

１５

▽
時
給
＝
一
一
〇
〇
円
▽
募
集
人
数

＝
若
干
名
▽
そ
の
他
＝
有
給
休
暇
あ

り
。
社
会
保
険
加
入
。
交
通
費
支
給

（
月
額
一
万
円
限
度
） 

履
歴
書
に

「
学
校
介
助
員
」
と
書
い
て
、　

月
１２

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
学
務
課
特
別

２５支
援
教
育
担
当（
区
役
所
東
棟
六
階
）

へ
郵
送
ま
た
は
持
参 

同
担
当

㈶
杉
並
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

事
務
局
職
員

　
 

①
事
務
職
員
②
短
時
間
事
務
職

員
▽
期
間
＝　

年
４
月
１
日
～　

年

２１

２２

３
月　

日
（
五
回
ま
で
更
新
可
。
た

３１

だ
し　

歳
到
達
後
は
年
度
末
で
退

６５
申

問

他

内

申
問

内

職
）
▽
勤
務
場
所
＝
区
体
育
施
設
▽

勤
務
日
時
＝
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

含
む
月
一
八
日
勤
務
で
、
①
は
午
前

８
時　

分
～
午
後
９
時　

分
の
う
ち

３０

１５

八
時
間
（
交
代
制
）
②
は
午
前
８
時

　

分
～
午
後
９
時　

分
の
う
ち
四
時

３０

１５

間
三
〇
分
（
交
代
制
）
▽
募
集
人
数

＝
各
若
干
名
▽
報
酬
＝
①
月
額
一
七

万
五
〇
〇
〇
円
程
度
②
時
給
九
五
〇

円
程
度
▽
そ
の
他
＝
通
勤
手
当
・
有

給
休
暇
あ
り
。
①
の
み
社
会
保
険
加

入 

募
集
案
内
（
同
財
団
・
社
会
教

育
ス
ポ
ー
ツ
課
〈
区
役
所
東
棟
六

階
〉・
区
体
育
施
設
で
配
付
）に
従
い
、

必
要
書
類
を
１
月
７
日
（
必
着
）
ま

で
に
同
財
団
（
〒　
倆
０
０
０
４
阿

１６６

佐
谷
南
１
們　

們
２
み
な
み
阿
佐
ケ

１４

谷
ビ
ル
八
階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

 

同
財
団
☎
５
３
０
５
倆
６
１
６
１

 

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

いさ
さ
え
あ
い
サ
ー
ビ
ス
協
力
員

◇
ホ
ー
ム
へ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　
 

①
家
事
援
助
（
食
事
の
支
度
･

掃
除
・
洗
濯
・
買
い
物
な
ど
）
▽
謝

礼
＝
一
時
間
八
〇
〇
円
（
早
朝
・
夜

間
一
〇
〇
〇
円
）
②
介
護
援
助
（
外

出
介
助
・
身
辺
介
助
な
ど
）
▽
謝
礼

＝
一
時
間
一
〇
〇
〇
円
（
早
朝
・
夜

間
一
二
〇
〇
円
）

◇
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

　
 

保
育
園
・
学
校
施
設
へ
の
送
迎

と
そ
れ
に
伴
う
子
ど
も
の
預
か
り
・

保
護
者
の
急
用
時
な
ど
の
子
ど
も
の

預
か
り
（
基
本
的
に
は
援
助
者
の
自

宅
で
）
▽
謝
礼
＝
一
時
間
八
〇
〇
円

（
早
朝
・
夜
間
一
〇
〇
〇
円
） 

心

身
と
も
に
健
康
な　

歳
以
上
の
方 

２０

会
員
登
録
後
、
研
修
会
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
す

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

・ 

電
話
で
、
準福
 

杉
並
区
社
会

福
祉
協
議
会
さ
さ
え
あ
い
係
☎
５
３

４
７
倆
３
１
３
１
へ 

利
用
会
員
も

募
集
し
て
い
ま
す

申
問他

内内

対
他

申

問

他

審議会等のお知らせ
杉並区都市計画審議会審議会名
１２月１６日㈫午前１０時〜正午日　時
区役所第３、４委員会室（中棟５階）場　所

①東京都市計画都市再開発の方針の変更
等についての審議②阿佐ケ谷住宅の建替
え計画について（報告）　ほか

主な内容

都市計画課都市計画担当問い合わせ

※日時は変更する場合があります。

国
保
・
年
金

子
育
て
・
教
育

施
設
情
報

採
用
情
報

　区内の出来事などを中心に、毎週新し
い情報をお届けする杉並区の広報番組
「すぎなみニュース」（ケーブルテレビ
〈ジェイコム東京〉で放映）が、１２月か
ら区ホームページでも視聴できるよう
になりました。　
　トップページの「動画コーナー」から
ご覧ください。
　また、区長動画メッセージも、こちら
からご覧になれます。

 広報課ホームページ担当問

募
集
し
ま
す

郭
ここをクリックしてください♪

「すぎなみニュース」を
区ホームページから配信中！
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サークルＫ・ミニストップ・セブン-イレブンなどにあります。「点字広報」「声の広報」のお申し込みは広報課へ。

捌区民体育祭冬季大会
◇スキー
　 開会式＝２１年１月１７日㈯午後７時渇大
会＝１８日㈰ 菅平高原表ダボスゲレンデ 
種目＝回転・大回転（男・女、年齢別） 
区内在住・在勤・在学の方 １０００円（ジュ
ニアは無料） ・ 申込書（区体育施設に
あります）を、１月１０日（必着）までに区
スキー連盟・細田宗宏（〒１６６崖０００１阿佐谷
北１崖８崖７☎・胃３３３８崖５５２９）へ郵送、
ファクスまたは持参 回転競技の優勝者は
都民体育大会の選手候補とします

捌ゴルフ入門講座
　 ２１年１月１０日㈯～２月１９日㈭または３
月７日㈯～４月１６日㈭①水曜日②木曜日の
午前１１時～午後０時３０分、２時～３時３０分、
７時３０分～９時③土曜日④日曜日の午前１１
時３０分～午後０時３０分⑤火曜日の午後７時
３０分～９時いずれも週１回で計６回（区後
援） ①②⑤西荻ゴルフセンター（西荻北
２崖３７崖８）③④三鷹台綜合ゴルフ練習場（三
鷹市牟礼２崖６崖７） 区内在住・在勤の
方 各コース１２名（申込順） １万５０００円
 往復ハガキまたはファクス（５面記入例
参照）に希望コースを第２希望まで書いて、
開講日前日（必着）までに大友和男（〒１６６
崖００１１梅里２崖８崖３胃０４２崖４６３崖５７５０）
へ 畔蒜（あびる）☎０９０崖５５６０崖０４２４ 筆
記用具とクラブ（パター、７Ｉなど）を持
参してください

捌サウンドテーブルテニス
　 １２月２１日㈰午前９時～午後１時 荻窪
体育館（荻窪３崖４７崖２） 区内在住・在
勤・在学の視覚障害者 ２０名 無料 当日、
直接会場へ 荻窪体育館☎３２２０崖３３８１

捌ユニカール　○さ 教室番号「０４４７」
　 ２１年１月１３日～２月３日の毎週火曜
日、午前１１時～午後１時（計４回） 荻窪
体育館 区内在住・在勤・在学で１６歳以上

時

場 内

対

費

申 問

他

時

場

対

定 費

申

問 他

時 場

対

定 費 申

問

時

場

対

の初心・初級者 ２０名（抽選） １０００円 
往復ハガキ（５面記入例参照）に生年月日
も書いて、１２月２２日（必着）までに荻窪体
育館（〒１６７崖００５１荻窪３崖４７崖２）へ 同
体育館☎３２２０崖３３８１

捌身体障害者水泳教室　○さ 教室番号｢４８０｣
　 ２１年１月３１日～３月７日の毎週土曜
日、午前１０時～正午（計６回） 高井戸温
水プール 区内在住・在勤・在学・通所で
小学生以上の身体障害のある方（原則とし
て保護者の付き添いが必要） ２０名（抽選）
 無料 往復ハガキ（５面記入例参照）に
生年月日・障害の程度・泳力も書いて、１２
月２４日（必着）までに高井戸温水プール
（〒１６８崖００７２高井戸東３崖７崖５）へ 同
プール☎３３３１崖８６５２

捌インディアカ・フェスティバル
　 ２１年１月２５日㈰午前９時～午後５時
（区共催） 上井草スポーツセンター（上
井草３崖３４崖１） 区内在住の方、インデ
ィアカ協会協会員 ３５チーム（申込順） 
１チーム３０００円（当日） 所定の用紙（区
体育館・地域区民センターにあります）を、
１月８日（必着）までに区インディアカ協
会事務局・武石記代子（〒１６７崖００３４桃井４
崖６崖１４）へ郵送 同事務局・武石☎・胃
３３９９崖５８７９（午後６時～９時）

捌すぎなみ名物ファミリー駅伝参加チーム
募集
　１４チームが４人で約４kmを分担して走
る駅伝です。タイムは自己申告制で、実際の
タイムと予想タイムの差で順位を決定しま
す。
　 ２１年２月２２日㈰正午～午後３時１５分 
蚕糸の森公園運動場（和田３崖５５崖４９） 
区内在住・在勤・在学の方を１人以上含む
４人グループ ６０チーム（申込順） 無料
 申込書（区体育施設・地域区民センター・
図書館にあります）を、１月２３日（必着）
までに社会教育スポーツ課社会体育係へ郵
送 同係

捌初心者向けダンススポーツ講習会
　 ２１年１月３０日㈮、２月６日㈮・１３日㈮・

定 費 申

問

時

場

対

定

費 申

問

時

場

対

定 費

申

問

時 場

対

定 費

申

問

時

２７日㈮、３月１３日㈮・２７日㈮午後７時～９
時（計６回。区共催） 荻窪地域区民セン
ター（荻窪２崖３４崖２０） 区内在住・在勤・
在学の方（団塊世代の方大歓迎） 男女各
２０名（申込順） １名３０００円（当日） 往
復ハガキ（５面記入例参照）に性別も書い
て、１月１５日（必着）までに野口つゆ子（〒
１６７崖００４３上荻３崖２３崖１１）へ 野口☎０８０
崖５４１４崖５５２７（午後６時～１０時） 動きや
すい服装でダンスシューズまたはスニーカ
ーを持参してください

捌スポーツ指導者（健康・体力づくり指導
者）養成講習会
　中高齢者を対象とした健康・体力づくり
スポーツ教室などの指導者や指導者を目指
す方を対象にした講習会です（ＡＥＤ講習
も実施）。
　 ２１年２月２日～３月１６日の毎週月曜
日、午後７時～９時 荻窪体育館（荻窪３

場

対

定

費 申

問

他

時

場

崖４７崖２） ４０名（抽選） ２０００円（ＡＥ
Ｄ講習会は別途１４００円） 往復ハガキ（５
面記入例参照）に性別と指導しているスポ
ーツの種目と対象者も書いて、１月７日（必
着）までに㈶杉並区スポーツ振興財団（〒
１６６崖０００４阿佐谷南１崖１４崖２みなみ阿佐ケ
谷ビル８階）へ 同財団☎３３１２崖２１１１（区
代表）

捌２１年１月２日㈮・３日㈯に一部体育施設
を開場します
　 ２１年１月２日㈮・３日㈯午前１０時～午
後４時 ・ ・ ・ 下表のとおり 当日、
直接会場へ。荻窪体育館のグループ利用は
往復ハガキまたはファクス（５面記入例参
照）に利用人数・種目・希望日時、荻窪体
育館は小体育室か武道場も書いて、１２月２０
日（必着）までに同体育館へ（抽選。空室
は先着順） 各体育施設 さざんかねっと
は利用できません

定 費

申

問

時

場 内 対 費 申

問 他

○さ の教室は、杉並区公共施設予約システム「さざんかねっと（スポーツ施設）」から申し込みできます。スポーツ施設用の個
人利用者登録が必要です。申し込みは１２月１１日午前８時３０分からハガキ締切日まで。

　その他

　競技大会

　スポーツ教室

〈２１年１月２日㈮・３日㈯に開場する体育施設〉
内容・費用など

施　設　名
午後１時〜４時午前１０時〜午後１時日程

個人利用（キャッチボール・サッカー・たこ揚げ・紙
ヒコーキ〈試合形式は不可〉） 無料費両日運動場

下高井戸運動場
（下高井戸３崖２６崖１
緯５３７４崖６１９１）

個人利用 １時間２５０円、子ども１３０円費両日温水
プール

高井戸温水プール
（高井戸東３崖７崖５
緯３３３１崖８６５２）

個人利用（バウンドテニス）個人利用（卓球）２日
体育館高円寺体育館

（高円寺南２崖３６崖３１
緯３３１２崖０３１３）

個人利用（バドミントン）個人利用（パドルテニス）３日
※施設にご相談ください。両日小体育室

個人利用（卓球・バドミントン）
※庭球場は営業しません。両日体育館

妙正寺体育館
（清水３崖２０崖１２
緯３３９９崖４２２４）

個人利用（バドミントン）個人利用（卓球）２日
体育館

大宮前体育館
（宮前２崖１１崖１１
緯３３３４崖４６１８）

個人利用（ソフトバレーボー
ル）※小中学生と保護者歓迎個人利用（ミニテニス）３日

個人利用（卓球）個人利用（卓球）２日
体育館

永福体育館
（永福３崖５１崖１７
緯３３２８崖３１４６）

個人利用（バドミントン）
※小中学生と保護者限定個人利用（バドミントン）３日

個人利用（バドミントン）個人利用（バドミントン）
※小中学生と保護者限定２日

体育館
荻窪体育館
（〒１６７崖００５１
荻窪３崖４７崖２
緯３２２０崖３３８１
胃３２２０崖３５１６）

個人利用（卓球）個人利用（卓球）
※小中学生と保護者限定３日

グループ利用※おおむね３名以上 午前・午後各６００円費両日小体育室
武道場

（注）体育館の個人利用は１回につき２００円、小中学生１００円です。

猿家族介護教室
◇認知症とは？②
　 １２月２０日㈯午後１時３０分～３時 和田ふれあい
の家（和田３崖５２崖４） 区内在住の方 １０名程度 無
料 ・ 電話で、和田ふれあいの家☎３３１２崖９５５６へ
◇在宅における感染症とその予防
　 １２月２１日㈰午後２時～３時３０分 上荻ふれあい
の家（上荻２崖２６崖７） ２０名（申込順） 無料 ・
 電話で、上荻ふれあいの家☎３３０１崖２２５６へ
◇在宅でできる趣味活動～フェルトで作る干支の小物
　 ２１年１月１４日㈬午前１０時３０分～正午 ふれあい
の家しもいぐさ正吉苑（下井草４崖２２崖４） 作業
療法士・鈴木志乃 区内在住の方 ２０名（申込順）
 ２００円 ・ 電話で、ふれあいの家しもいぐさ正吉
苑・折原☎３３９０崖８０７４へ

猿生活習慣改善教室「こうしましょう！？高脂血症」
　 ・ ・ 下表のとおり（計４回） 区内在住・
在勤の６５歳未満で生活習慣病（高脂血症・糖尿病な
ど）が気になる方とその家族 ２５名（申込順） ５００
円 ・ 電話で、和泉保健センター☎３３１３崖９３３１へ
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　舞台芸術を中心とした文化の拠点として来年５月
に「座・高円寺」（高円寺北２崖１崖２）がオープン
します。「座・高円寺１（小劇場）」（可動式・基本形
状２３３席）は、劇場が企画する芸術文化振興事業（演
劇・舞踊公演など）での使用を基本としていますが、
２１年度は２２年１月６日㈬～３１日㈰の期間について一
般利用を募集します。応募にはホールの機構や機材

などについてのガイダンスの受講が必要です。
◇ガイダンス日程
　 ①２１年１月２１日㈬午後７時３０分②２４日㈯午後２
時（どちらかにご参加ください） 座・高円寺 ・
 電話またはEメールで、１月１６日までにＮＰＯ法
人劇場創造ネットワーク☎５８７６崖７７３１（１月以降は
☎３２２３崖７５００）死hiroba@theatre-koenji.jpへ

時
場 申

問

 http://za-koenji.jp/HP

「座・高円寺１（小劇場）」
一 般 利 用 募 集

　区の魅力を発信するウェブサイト
「すぎなみ学倶楽部」では、区民の
皆さんから寄せられた数々の愛すべ
きラーメンを紹介する「杉並ラーメ
ンマップ」を掲載しています。
　新しい情報もどんどん追加してい
ますので、ぜひ、ご覧ください。
　 すぎなみ学倶楽部事務局（すぎ
なみ地域大学担当）☎３３１２崖２３８１
問

〈生活習慣改善教室〉
内容（講師）場　所日　程

講義「脂質異常症・
生活習慣病とは何
？」ほか

和泉保健センター
（和泉４崖５０崖６）

２１年
１月２０日①

運動実習「爽快！運
動体験」（健康運動
指導士・藤田温史）

方南会館・ホール
（和泉４崖４２崖５）２７日②

講義「行動療法で自
分の食生活パター
ンを確認」（女子栄
養大学・蒲池桂子）

和泉保健センター２月３日③

調理実習「１食５００ 
Ｋcalヘルシーラン
チに挑戦」ほか

永福和泉地域区民
センター
（和泉３崖８崖１８）

１０日④

※いずれも火曜日の午前１０時～正午（④は午後１時まで）。

子どもと家庭の総合相談
ゆうライン

杉並区子ども家庭支援センター
（阿佐谷南１崖１４崖８）
緯５９２９崖１９０１（相談専用電話）
月〜土曜日午前９時〜午後７時

　ゆうラインは杉並区子ども家
庭支援センターの相談窓口で
す。
　日々の育児は、「かわいい」、
「楽しい」ことばかりではあり
ません。怒りや悲しみ、寂しさ
など、子育て中は不安なことが
たくさんあります。そして、子
どもの成長と共に親の悩みも変
わっていきます。
　そんな悩みやイライラを、お
話ししてみませんか。学校やお
友だちのことで悩んでいるお子
さん自身からの相談も受けてい
ます。

  好評掲載中！ 
インターネットでラーメン情報

 www.suginamigaku.orgHP



「広報すぎなみ」は新聞折り込みでの配布、そのほか区施設、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院・サミットストア・コープとうきょう・ファミリーマート・サ
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猿省エネ！次の一手
　 １２月２１日㈰午前１０時～午後２時 あんさんぶる
荻窪１階ロビー（荻窪５崖１５崖１３） 無料 当日、
直接会場へ すぎなみ環境カエルくらぶエネルギー
部会・寺田☎３２２３崖７３６７ 家電機器の消費電力を測
定するための「ワットアワーメーター」を無料で貸
し出します

猿郷土博物館年中行事「もちつき」
　堀ノ内松ノ木梅里大宮青少
年育成委員会と共催、大宮一丁
目自治会の協力で開催します。
　 １２月２１日㈰午前９時（おも
ちのつき始めは９時３０分ごろ）
 郷土博物館古民家（大宮１崖
２０崖８） 観覧料１００円。中学
生以下は無料 当日、直接会場へ 郷土博物館☎
３３１７崖０８４１ ①おもちは約２００食分用意します（なく
なり次第終了）②ごみ減量のために、おはしとコッ
プを持参してください

猿吾妻の朝市
　 １２月２５日㈭午前１０時～午後１時（雨天実施。売
り切れ次第終了。区後援） 区役所中杉通り側入口
前 じゃがいも・ほうれん草・玉ねぎ・三つ葉・生
しいたけなどの新鮮野菜と農産加工品の産直市（品
物は育成状況により変更となる場合あり） 当日、
直接会場へ 文化・交流課交流推進担当 マイバッ
グ（買い物袋）を持参してください

猿続けたいひとのウオーキング講座
　 ・ ①２１年１月７日～２８日の毎週水曜日と３月
１７日㈫＝西荻南区民集会所（西荻南３崖５崖２３）ほ
か②１月６日～２７日の毎週火曜日と３月１７日㈫＝和
田区民集会所（和田２崖３１崖２１）ほか③１月９日～
３０日の毎週金曜日と３月２７日㈮＝方南会館（和泉４崖
４２崖５）ほか／いずれも午前１０時～正午（計５回）
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 区内在住で６５歳以上の方 各２０名（申込順） 無
料 電話で、区コールセンター☎＃８８００☎３３７２崖８８００
へ 介護予防課 初めて参加する方に歩数計とウオ
ーキング記録ノートを差し上げます

猿作って・演じる人形劇「ブタ飼いとヒツジ飼い」
　制作用キットを使うので簡単に作れます。
　 ２１年１月１０日～２月１４日の毎週土曜日、午後１
時～４時（計６回） 中央図書館 人形劇団プーク・
荒川純子、佐久間弥生 中学生以上の方 ２０名（抽
選） ２３００円 往復ハガキ（記入例参照）で、１２月
２４日（必着）までに中央図書館（〒１６７崖００５１荻窪３
崖４０崖２３）へ 同図書館☎３３９１崖５７５４

猿杉の樹大学公開授業「伝統芸能・ 箏 と尺八」
こと

　 ２１年１月１４日㈬午前１０時～正午 高齢者活動支
援センター・杉の樹ホール（高井戸東３崖７崖５）
 箏＝富元清英、尺八＝吉岡龍見 区内在住で６０歳
以上の方 ５０名（先着順） 無料 当日、直接会場
へ ＮＰＯ法人杉の樹カレッジ☎３３３４崖０９２８

猿歯周病予防教室「歯周病予防で若返り大作戦」
　 ・ ①２１年１月１６日㈮＝歯科医師による講義②
２６日㈪＝歯みがきの基本（講義と実践）／いずれも
午前１０時～正午 荻窪保健センター（荻窪５崖２０崖
１） 区歯科医師会会長・高橋英登 区内在住・在
勤の方 ２５名（申込順） 無料 ・ 電話で、荻窪
保健センター☎３３９１崖００１５へ

猿区民科学教室「蘭を育ててみよう」
　 ２１年１月１７日㈯午後１時３０分～４時 都立農芸
高等学校（今川３崖２５崖１） 蘭の栽培管理に関す
る講義と実習 都立農芸高等学校教諭・戸辺広二 
区内在住・在勤・在学で高校生以上の方 ２０名（抽
選） ５００円 ハガキ（記入例参照）で、１２月２２日
（必着）までに科学館（〒１６７崖００３３清水３崖３崖
１３）へ 科学館☎３３９６崖４３９１

猿子育て支援講座「登校しぶり・不登校の理解と対応」
　不登校など、子どものＳＯＳサインをとらえ、子
どもの成長にいかしていく方法を学びます。
　 ２１年１月２１日㈬午前１０時～正午 済美教育セン
ター 東京女子大教授・前川あさ美 区内在住で小
中学生の不登校などのお子さんがいる保護者や関係
者 ６０名（申込順） 無料 往復ハガキ（記入例参
照）で、１月８日（必着）までに済美教育センター
教育相談担当（〒１６６崖００１３堀ノ内２崖５崖２６）へ 
同センター☎５３７８崖０９６１

猿小学校理科実験サポーター養成講座
　小学校の理科実験をサポートするボランティアに
興味があり、平日の昼に活動できる方を募集します。
　 ２１年１月２３日㈮午後１時３０分～３時３０分（以後
数回予定） 区役所教育委員会室（東棟６階） 区
内在住の方 １０名（申込順） 無料 電話で、１月
９日までにＮＰＯ法人スクール・アドバイス・ネッ
トワーク☎５３４７崖２３７２へ 同法人または教育改革推
進課学校支援係
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◇廃油（てんぷら油）から石けん作り体験
　 ２１年１月９日㈮午前１０時３０分～正午 １０名 無
料 当日、直接会場へ　
◇フックド・ラグ（麻布と残り毛糸でクッションを
作る手法）を覚えよう
　 ２１年１月１３日㈫・２７日㈫午後１時３０分～３時３０
分（計２回） １２名（抽選） ５００円 往復ハガキ
（記入例参照）で、１２月１８日（必着）までに同ひろ
ばへ
◇きもので作務衣を作ろう　
　 ２１年１月２４日㈯・３１日㈯午後１時３０分～３時３０
分（計２回） １０名（抽選） １０００円 往復ハガキ
（記入例参照）で、１２月２５日（必着）までに同ひろ
ばへ

──〈いずれも〉──
　 ・ リサイクルひろば高井戸（〒１６８崖００７２高井
戸東３崖７崖４☎３３３１崖４３６０〈水・木曜日休館〉） 募
集人数に満たないときは中止する場合があります。
生ごみたい肥相談を電話で随時受け付けています
（回答には日数がかかる場合もあります）
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催し EVENT

　リサイクルひろば高井戸

★歳末区内農産物即売会　 １２月２０日㈯午
前１０時（売り切れ次第終了。雨天実施） 
区役所西棟玄関前 当日、直接会場へ Ｊ
Ａ東京中央杉並グリ－ンセンター☎５３４９崖
８７９１

★小千谷フェア　 １２月２１日㈰午前１１時～
午後２時（雨天実施） 小千谷学生寮脇広
場 特産品販売 当日、直接会場へ ㈶小
千谷市産業開発センター☎０２５８崖８３崖４８００
 車での来場はご遠慮ください。マイバッ
グ（買い物袋）を持参してください

★クリスマス・ガラ・コンサート　 １２月
２３日㈷午後２時開演 セシオン杉並 出演
＝三谷温（ピアノ）渇曲目＝「キラキラ星変
奏曲」ほか ５６８名 ３０００円、学生２０００円、小
学生１０００円 ・ 電話またはファクス（記入

時

場

申 問

時

場

内 申 問

他

時

場 内

定 費

申 問

例参照）で、国民音楽協会☎・胃３３０９崖４００７
へ◇区民１００名を無料招待＝ 往復ハガキ
（記入例参照）で、１２月１７日（必着）までに
社会教育センター（〒１６６崖００１１梅里１崖２２
崖３２）へ（抽選） 同センター☎３３１７崖６６２１

★パソコンステップアップ講習会　 ・ ・
 ２１年１月１３日㈫～１６日㈮①午前９時３０分
～正午＝メールとインターネットの活用
（メールやインターネットを利用している
方）②午後１時３０分～４時＝Wordの応用
（文字入力や文章の編集ができる方） 済
美教育センター ＩＴスクエア杉並 各１５
名（抽選） 各６０００円 往復ハガキ（記入
例参照）に希望講座名も書いて、１２月２６日
（必着）までにＩＴスクエア杉並（〒１６８崖
００６３和泉３崖１７崖１５）へ ＩＴスクエア杉
並☎０９０崖４７２２崖２５７４

★アニメーションと臨床心理学〜ジブリと
宮崎駿のアニメーション　 ２１年１月２４日
㈯午後２時～３時３０分 日本大学文理学部
心理臨床センター 同大学教授・横田正夫
 １５０名（申込順） 無料 往復ハガキ（記
入例参照）で、１月１４日（必着）までに同

申

問

時 内

対

場

師 定

費 申

問

時

場

師

定 費 申

センター（〒１５６崖８５５０世田谷区桜上水４崖２
崖５０）へ 同センター☎５３１７崖９７５４（月・火・
水・土曜日午前９時３０分～午後４時３０分）

★銭湯・冬至にゆず湯に入りませんか　 
１２月２１日㈰ 区内公衆浴場 直接、公衆浴
場へ 杉並浴場組合・石原☎３３３４崖８４０２
（午後１時以降）

★東京二十三区清掃一部事務組合議会定例
会　 １２月１９日㈮午後２時１５分 東京区政
会館 ３０名（先着順） 無料 当日、直接
会場へ（午後１時１５分から受付） 東京二
十三区清掃一部事務組合議会事務局☎５２１０
崖９７２９

★相続・離婚・金銭問題などの法律無料相
談会　 １２月２２日㈪午後１時～４時 方南
共同ビル２階 相続・遺言、離婚、金銭問
題、会社設立、内容証明、告訴、入管などの書
類作成手続き 無料 当日、直接会場へ 
東京都行政書士会杉並支部☎０１２０崖５６７崖５３７

★杉並区社会福祉協議会手話通訳者認定試
験　 ２１年１月２５日㈰午前９時～正午 あ

問

時

場 申

問

時 場

定 費 申

問

時 場

内

費 申 問

時 場

んさんぶる荻窪 往復ハガキ（記入例参照）
に手話歴（どこの手話講習会をいつ終了し
たか、手話サークル名、経験年数など）も
書いて、１月１３日（必着）までに杉並区社
会福祉協議会（〒１６７崖００５１荻窪５崖１５崖１３
あんさんぶる荻窪５階）へ 同協議会☎
５３４７崖３９３９ 詳細はお問い合わせください

★㈳シルバー人材センター
◇年賀状のあて名書き（毛筆）承ります
　 １行（氏名のみ）＝
５５円／枚渇２行（住所・
氏名）＝６６円／枚渇３行
（住所・氏名・社名）＝８８円
／枚 ・ 電話で、同セ
ンター☎３３１７崖２２１７へ
◇囲碁講座
　 ２１年１月８日～３月２６日の毎週木曜
日、午後１時３０分～４時３０分（計１２回） 
シルバー人材センター方南分室 「シルバ
ー銀の石同好会」有段者 簡単なルールが
わかる方（２５～１５級程度） １０名程度（抽
選） ８２００円 ハガキ（記入例参照）に棋
力も書いて、１２月１８日（必着）までにシル
バー人材センター方南分室（〒１６８崖００６２方
南１崖３崖４）へ 同分室☎３３２３崖１４２０

申

問

他

費

申 問

時

場

師

対

定

費 申

問

　講演・講座
　催し

　その他

講演・講座

１２月１２日㈮〜１８日㈭
飲酒運転させないＴＯＫＹＯキャンペーン

を実施します

飲酒運転は重大事故に直結する悪質な犯罪です！
飲酒運転を容認した者や酒類を提供した飲食店も
「道路交通法違反（酒気帯び運転ほう助等）」で刑事
責任が問われます！

 交通対策課または警察署
（杉並緯３３１４崖０１１０／高井戸緯３３３２崖０１１０／

荻窪緯３３９７崖０１１０）

問

　１０月１８日㈯・１９日㈰の「環境博覧会すぎなみ
２００８」で、マイバッグコンテストを行いました。
今回は、小中学生の部２８点・一般の部１２点の作
品が集まり、投票の結果６名が入賞し、表彰さ
れました。たくさんのご応募・ご投票ありがと
うございました。
◇小中学生の部＝最優秀賞＝高森大樹さん
　優秀賞＝井上康太さん、斯波リリエさん
◇一般の部＝最優秀賞＝政岡尚子さん
　優秀賞＝髙﨑敬子さん、野口雅津子さん

 清掃管理課ごみ減量推進係問

マイバッグコンテスト
入賞者が決まりました

▲入賞者の皆さんおめでとうございます
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申込／締切費用定員開催日・時間内容／講師名　称

捌永福和泉地域区民センター（〒１６８‐００６３和泉３‐８‐１８　方南・和泉地域集会施設運営協議会　緯５３００崖９４１２）

当日直接無料害
２１年１月１０日㈯①午前１０時３０分～１１
時②１１時～１１時３０分

絵本の読み聞かせと手遊びで楽しみましょう／山口陽子渇
対象＝①１～２歳②３歳以上。幼児は保護者同伴絵本とともだち

１月９日無料９０名２１年１月１８日㈰午後２時～３時３０分柳家の一門では唯一の女性の噺（はなし）家が永福町にやっ
て来ます／柳亭こみち新春落語

１月１１日１５００円２４名２１年１月２２日㈭・２９日㈭、２月５日
㈭・１９日㈭午前１０時～正午（計４回）

真竹を使って尺八を作り、鳴らしてみましょう。未経験者大
歓迎です／古屋竹涯虚無僧尺八を作って吹こう

１月１８日１００円
（保険料含む）２０名２１年２月１日㈰･８日㈰

　　　　　午後１時～３時（計２回）
年齢に関係なくストレス解消にも役立ちます／山崎妙子渇
３～６歳の託児あり（事前申込制）合気道入門

１２月２０日無料－２１年２月２２日㈰午前１０時～午後３時模擬店の内容を記入してください。１店につきテーブル（１８０
㎝×４５㎝）２台の使用可能。業者の出店はできません。こどもまつり模擬店

捌下高井戸区民集会所（下高井戸３‐２６‐１　申し込みは、永福和泉地域区民センターへ）
当日直接
（先着順）無料８０名２１年１月１０日㈯午後６時３０分開演バイオリンとピアノで親しみやすいメロディを渇出演＝七

沢清貴渇曲目＝「さくら」、「おぼろ月夜」ほか
土曜日の音楽会「新春日本のメ
ロディ、バイオリンの調べ」

出演希望者
は随時無料ー毎月第２土曜日の夕方音楽に親しんでもらう場として、ロビーコンサートを開催し

ています。また、出演希望者を募集しています。「土曜日の音楽会」出演者

講

募

募

催

威

慰

惟

易
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天
沼
尚
和
会
で
は
、
現
在
二
つ
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
つ
は
杉

並
区
の
「
ま
ち
の
絆
向
上
事
業
」
で
、

も
う
一
つ
は
東
京
都
の
「
地
域
の
底
力

再
生
事
業
」
で
す
。

　

こ
の
二
つ
の
事
業
は
区
と
都
に
事
業

助
成
交
付
金
申
請
を
行
っ
て
認
可
さ
れ

た
事
業
で
、
現
役
世
代
の
町
会
へ
の
参

加
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。
天
沼
尚
和
会
は
大
半
を
高
齢
者

と
女
性
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
で
は
老
々
援
助
に
成
り
か
ね
ま
せ

ん
。
こ
の
現
状
か
ら
抜
け
出
す
の
は
と

て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。
現
役
世
代
の

方
た
ち
は
町
会
の
活

動
に
参
加
で
き
る
時

間
的
な
余
裕
は
あ
り

ま
せ
ん
。
行
政
や
警

察
・
消
防
署
の
会
合
や

協
議
は
ほ
と
ん
ど
が

平
日
の
昼
間
で
す
。
ま

た
、
少
子
化
や
地
域
の

繋
が
り
の
希
薄
化
な

ど
社
会
の
変
化
に
伴

い
、
ま
す
ま
す
こ
の
傾
向
に
拍
車
を
掛

け
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
町
会

の
役
割
で
あ
る
災
害
時
の
救
援
復
興
と

日
ご
ろ
の
町
内
の
安
心
と
安
全
に
限
界

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

「
ま
ち
の
絆
向
上
事
業
」
で
は
「
現

役
世
代
と
つ
く
る
魅
力
的
な
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
」
と
い
う
事
業
名
で
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現

在
の
町
会
の
広
報
手
段
は
回
覧
板
と
掲

示
板
で
す
。
こ
れ
で
は
情
報
量
と
早
さ

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
時
間
の
制
限
が

な
く
い
つ
で
も
読
め
る
。
相
互
に
意
見

交
換
が
で
き
る
な
ど
、
多
く
の
利
点
が

あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド

レ
ス
は 

h
ttp
://w

w
w
.a
m
a
n
u

m
ashow

akai.com
/

で
す
。ぜ
ひ
、

一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

「
地
域
の
底
力
再
生
事
業
」
で
は

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
通
し
て
地
域
に

関
わ
る
住
民
間
の
文
化
交
流
」
と
題
し

て
天
沼
尚
和
会
と
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
荻
窪
地
区
と
荻
窪
音
楽
祭

の
三
者
共
催
で　

月　

日
㈯
に
コ
ン
サ

１１

１５

ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
会
場
に
来
た
方
た

ち
が
顔
見
知
り
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
地
震
や
災
害

時
の
共
助
に
繋
が
る

か
ら
で
す
。
そ
し
て
、

そ
の
後
の
ビ
ス
ケ
ッ

ト
パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
、

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
欲
し

い
と
お
話
し
し
ま
し

た
。
こ
の
催
し
を
通
し

て
、
町
会
の
方
・
現
役

世
代
・
演
奏
さ
れ
た
方
た
ち
。
皆
さ
ん

が
年
齢
差
を
超
え
て
一
緒
に
語
り
合
う

場
を
提
供
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
事
業
を
推
進
し
、
小
中

学
生
か
ら　

代
そ
し
て　

代
の
現
役
世

２０

５０

代
の
方
に
町
会
活
動
を
少
し
で
も
理
解

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
の

声
を
聴
い
て
書
か
れ
た
「
地
震
イ
ツ
モ

ノ
ー
ト
」
と
い
う
本
に
「
隣
の
人
と
あ

い
さ
つ
し
て
い
る
。
そ
れ
が
大
き
な
防

災
で
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
知

り
合
う
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。　　
　

（
会
長
・
鹿
野
修
二
）

HP

●
住
民
は
地
域
社
会
の
主
人

●
住
民
は
地
域
社
会
の
主
人
公公

現
役
世
代
と
つ
く
る
魅
力
あ
る
町

現
役
世
代
と
つ
く
る
魅
力
あ
る
町
会会

天
沼
尚
和

天
沼
尚
和
会会

▲コンサートには１６０名を
超える方が来場されました

〈ゆうゆう館（旧敬老会館）の催し〉
費　用日　時内容／講師ゆうゆう館名

１回５００円毎月第２・４水曜日
午後１時～２時３０分リラクゼーション・ヨガ梅里堀ノ内館（堀ノ内３崖

３７崖４緯・胃３３１３崖４３１９）

１５００円
（茶菓代含む）

１２月１８日㈭
午後１時３０分～４時

ヒバ・サンキライを使って
手作りクリスマスリース

馬橋館（高円寺南３崖１６崖
１４緯・胃３３１５崖１２４９）

１組月３５００円
（子育て応援券

利用可）

２１年１月～３月の毎月
第１・３火曜日、午後４
時３０分～６時（計６回）

親子（０歳～就学前）で
楽しむフラダンス

西田館（荻窪１崖５７崖４
緯・胃３３９１崖８７４７）

５００円１２月２５日㈭
午後６時３０分～８時

日常の悩みを話し合う～
気持ちを整理するサロン

荻窪東館（荻窪４崖２３崖１２
緯・胃３３９８崖８７３８）
※申し込み・問い合わせは、各ゆうゆう館へ。各ゆうゆう館とも第３日曜日は休館です。

　 ・ 下表のとおり 筋力強化やバランス能力向上のための体操、介護予防の情報提供 
区内在住の６５歳以上で介護保険の要介護認定を受けていない方（要支援の認定を受けている
方は参加可） 各１５名（抽選） 無料 電話で、１月９日までに区コールセンター緯＃８８００
緯３３７２崖８８００へ（申込書を送付します） 介護予防課介護予防推進係

時 場 内 対

定 費 申
問

日時（週１回半日、４回コース）場　所
２日～２３日の毎週㈪午前９時３０分～１１時３０分ゆうゆう和泉館（和泉４崖１６崖２２）

２日～２３日の毎週㈪午後１時３０分～３時３０分ゆうゆう浜田山館（浜田山４崖１８崖３１）

３日～２４日の毎週㈫午後１時３０分～３時３０分荻窪タウンセブン（上荻１崖９崖１）

３日～２４日の毎週㈫午前９時３０分～１１時３０分河北サテライトクリニックビル３階
（阿佐谷北１崖３崖１２）

４日～２５日の毎週㈬午前９時４５分～１１時４５分
ヴィムスポーツアベニュウ（宮前２崖１０崖４）

４日～２５日の毎週㈬午後１時３０分～３時３０分

５日～２６日の毎週㈭午前９時３０分～１１時３０分高齢者活動支援センター（高井戸東３崖７崖５）

５日～２６日の毎週㈭午後２時３０分～４時３０分スタジオMARE（マーレ）（松庵３崖４１崖１）

２１年２月の「足腰げんき教室」

　日本を代表する彫刻家佐藤忠良氏は、５０年
前に杉並区永福にアトリエを構え、多くの作
品を生み出してきました。区役所玄関前には
「ジーンズ像」があります。
　佐藤氏は彫刻家として深く人間を探求し、
自然の造形や人体の美をありのままに表現
し、「気品のないもの、隣人へのいたわりの
ないものから、本物の芸術は生まれてこな
い」との言葉どおり、地域の人々との交流を
大切にしながら、制作活動を行ってきました。
　「佐藤忠良展」では、佐藤氏の生命感あふれる代表作とともに、
地域の人々との交流の中で描いたデッサンなども展示します。
　また、区が制作した映像作品「彫刻家　佐藤忠良の想い」も上映
します。
◇作品
　「帽子・夏」、「記録をつくった男の顔」、「群馬の人」など１９点
◇映像上映
　「彫刻家　佐藤忠良の想い」（約２０分。随時上映）
※土・日曜日も入場できます。
◇ギャラリートーク
　１７日㈯・１８日㈰・２４日㈯午後２時から作品解説を行います（約３０
分）。
　 区役所２階ギャラリー 無料 当日、直接会場へ 杉並区文化
協会☎５３４７崖４３６６
場 費 申 問

▲帽子・夏（１９７２年）

２１年１月１３日㈫～２５日㈰
午前９時～午後５時（最終日は３時まで）

佐藤忠良展
－杉並区在住５０年・地域との交流－
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日 【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

申し込みは、往復ハガキで、各締切日（必着）までに該当の施設へ（抽選）。記載例は右記入例を参照。
詳しい内容や託児の有無は、直接該当の運営協議会へお問い合わせください。

【マークのみかた】  ＝お知らせ　 ＝催し　 ＝講座　 ＝募集　 ＝子育て応援券利用可知 催 講 募 応援券

地域の集会施設運営協議会が企画する催し・講座な地域の集会施設運営協議会が企画する催し・講座などど

往復ハガキ記入例
〈１人１枚〉

①行事名②郵便番号・住所
③氏名（フリガナ）④年齢
⑤電話番号⑥返信用の宛先
⑦託児ありの行事は子ども
の氏名・年齢

平成20（2008）年12月11日（木曜日）

各運営協議会への問い合わせは、月〜金曜日午前８時３０分〜午後５時
申込／締切費用定員開催日・時間内容／講師名　称

捌井草地域区民センター（〒１６７‐００２２下井草５‐７‐２２　井草地域集会施設運営協議会　緯３３０１崖７７２３）　　　　　

当日直接――２１年１月２４日㈯
受付＝午後１時３０分～３時

こわれたおもちゃを修理します（実費がかかる場合があり
ます）／安井昌徳ほかおもちゃの病院

１月７日２００円２５名２１年１月１６日～２月６日の毎週㈮午
後１時３０分～３時３０分（計４回）

神話の神々は多彩でエネルギッシュ。天の岩戸・八俣大蛇・
因幡の白兎など、耳に親しんだ神々の物語を原文朗読も含
めて味わいます／川野二葉

日本最古の古典「古事記」

捌西荻地域区民センター（〒１６７‐００３４桃井４‐３‐２　西荻地域集会施設運営協議会　緯３３０１崖０８１１）

当日直接
（先着順）無料各

３６６名

１２月２１日㈰①午後１時～
　　　　　②午後４時３０分～
※上映時間は９６分です。

主役は地球。絶滅危惧種のホッキョクグマの親子の暮らしか
ら始まり、地球を南下していきながら、そこに暮らす動物た
ちや植物の想像を絶するドラマと、息をのむような景観を捉
えたドキュメンタリー。地球の環境を考える映画会です。

映画上映会
「ｅａｒｔｈ：アース」

捌荻窪地域区民センター（〒１６７‐００５１荻窪２‐３４‐２０　荻窪地域集会施設運営協議会　緯３３９８崖９１２７）

１２月２１日無料６０名①２１年１月１４日㈬②２１日㈬
午後１時３０分～３時３０分（計２回）

①川南遺跡と杉並の旧石器時代・縄文時代／高野和弘
②荻窪のあんな話、こんな話「矢嶋又次さんの絵から見え
るもの」／寺田史朗

開館３０周年記念講座
「杉並郷土の話」

１月５日５００円
※１６０名２１年１月１８日㈰午後２時～４時

世界規模での金融危機により日本経済は今、大きな不安の
最中にあります。新年、景気は回復に向かうでしょうか、
私たちの生活はどう展望されるでしょうか／元日本銀行理
事・鈴木淑夫

センターカレッジ
「今年の経済見通しと私達の
暮し」

１月３０日
※３無料―２１年３月７日㈯・８日㈰午前１０時～

午後４時（８日は３時３０分まで）

①絵画＝油絵・日本画・水彩画・水墨画・版画・デッサン・
クロッキーなど（サイズは１０号程度以下）②彫刻＝木・金
属・石など（１㎥以下）③工芸＝陶芸・木竹工芸・彫金・
染色など④写真（半切以下）⑤書道（半切り程度まで）同
一種目の出品は原則１人１点。上記以外の作品は要相談。
渇対象＝区内在住・在勤・在学または区内でグループ活動
している方

アート展の作品募集※２

※1.講師の新刊書が付きます。※２.作品の搬入は各自でお願いします。※３.申込用紙（荻窪区民センターで配付）を、同センターへ郵送または持参。

捌阿佐谷地域区民センター（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐４７‐１７　阿佐谷地域集会施設運営協議会　緯３３１４崖７２１５）

当日直接ーー２１年１月１０日㈯午後２時～３時暖かいお部屋で絵本や紙芝居に親しみましょう／こうばこ
の会土ようえほんとおはなしの会

１月１０日無料９０名２１年１月３１日㈯
　　　　　午後１時３０分～３時３０分

初春のひととき、朗読と語りの世界をお楽しみください渇
第１部＝日本の名詩を詠む「藤村、朔太郎など」渇第２部
＝日本の名作を語る「中島敦の『名人伝』」／前原弘道

前原弘道「ことばのライブ」

１２月２０日５１００円各１６名
２１年１月１５日～２月５日の毎週㈭　
Ａ組＝午前１０時～正午、Ｂ組＝午後
１時３０分～３時３０分（各計４回）

①春を待つ寄せ植え②プリザーブドフラワーアレンジメン
ト③ミニハーブバスケット④生け花アレンジメント／鳥光
尚子

園芸とお花の講座

捌高円寺地域区民センター（〒１６６‐００１１梅里１‐２２‐３２　高円寺地域集会施設運営協議会　緯３３１７崖６６１４）

１２月２５日３００円
（保険料含む）３０名２１年１月１６日～３０日毎週㈮午前１０時

～正午（計３回）
体のゆがみや筋肉の硬さなどからくる悩みを、エクササイ
ズをしながら解消しませんか／小森さとこソフトピラティス

１月１９日４００円
（保険料含む）３０名２１年１月２８日㈬、２月４日㈬・１８日

㈬・２５日㈬午前１０時～正午（計４回）
ブルース・ジルバ・ワルツなど基本から応用まで。初心者
でも安心して習えます。楽しく踊りましょう。動きやすい
服装で靴は運動靴でも可／富田道雄

社交ダンス

捌高井戸地域区民センター（〒１６８‐００７２高井戸東３‐７‐５　高井戸地域区民センター運営協議会　緯３３３１崖７８４１）

１月８日１２０円１０名２１年１月２１日㈬午前１０時～午後１時
トレーニング室を利用するための事前講習会（写真３
㎝×２.５㎝１枚、運動しやすい服装・靴・タオル持参）／高
橋悦子渇対象＝１５歳以上で中学校を卒業している方

２１年１月
トレーニング機器講習会

当日直接トレーニング
室使用料のみ害２１年１月２１日㈬午後２時～４時

トレーナーがトレーニングの相談に応じます（運動しやす
い服装・靴・タオル持参）／高橋悦子渇対象＝トレーニン
グ講習会修了者

１月トレーニング相談日

１月２２日１１００円３０名２１年２月５日㈭・１２日㈭・１９日㈭、
３月５日㈭午前１０時～正午（計４回）

風船を使ってカワイイ物を作りましょう／深谷けい子渇対
象＝１５歳以上の方バルーンアート

当日直接無料害
２１年１月８日㈭・２２日㈭・２９日㈭

午後３時３０分～４時
絵本の読み聞かせ、手遊びなど／バンビぶんこ、上高絵本
の広場、ジルベルトの会渇対象＝幼児・小学生。幼児は保
護者同伴

おはなしひろば
会場＝託児室

当日直接無料害２１年１月１０日㈯正午～午後０時３０分楽しく英語であそびましょう／スティーヴン・グレイス渇
対象＝幼児・小学生低学年。幼児は保護者同伴

英語でおはなしひろば
会場＝託児室

催

講

講

講

催

募

講

催

講
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杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉杉
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男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
す
杉
並
区区区区区区区区区区区区区区区区区

行行行行行行行行行行行行行行行行
動動動動動動動動動動動動動動動動
計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画
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策策策策策策策策策策策策策策策策
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めめめめめめめめめめめめめめめめ
てててててててててててててててて
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行
動
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすす

們
們
問
い
合
わ
せ
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
担
当
へ
。

　

新
し
い
行
動
計
画
は
、
計
画
期

間
を　

～　

年
度
の
二
年
間
と
し

２１

２２

て
、
現
在
の
社
会
情
勢
に
照
ら
し

合
わ
せ
、
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る

事
項
を
目
標
に
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
の
改
定
案
の
主

な
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、「
杉
並
区
自
治
基
本
条
例
」
に

基
づ
く
区
民
等
の
意
見
提
出
手
続

に
よ
り
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺

い
ま
す
。

計
画
策
定
の
背
景

　

区
は
「
男
女
共
同
参
画
社
会
を

め
ざ
す
杉
並
区
行
動
計
画
（　

年
１６

３
月
改
定
）」に
基
づ
い
て
男
女
共

同
参
画
関
係
施
策
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
こ
の
間
に
、
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
（
第
二
次
）
が
閣
議

決
定
、「
雇
用
機
会
均
等
法
」・「
配

偶
者
暴
力
防
止
法
」
の
改
正
、「
仕

事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
憲
章
」
の
策

定
な
ど
、
男
女
共
同
参
画
を
め
ぐ

る
状
況
は
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
社
会
環
境

や
時
代
の
変
化
に
ふ
さ
わ
し
い
施

策
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
て
い
く

た
め
に
、
区
で
は
新
し
い
男
女
共

同
参
画
社
会
を
め
ざ
す
杉
並
区
行

動
計
画
の
策
定
が
必
要
と
考
え
ま

し
た
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

ハ
ガ
キ
・
封
書
ま
た
は
閲
覧
場

所
に
あ
る
意
見
用
紙
に
書
い
て
、

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、　

月
１２

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
男
女
共
同

２５参
画
推
進
担
当
胃
５
３
０
７
倆
０

６
８
３
へ
。

　

ご
意
見
に
は
、
氏
名
・
住
所

（
在
勤
の
方
は
勤
務
先
の
名
称
・

所
在
地
、
在
学
の
方
は
学
校
名
・

所
在
地
）、事
業
者
の
方
は
事
業
所

名
称
・
所
在
地
・
代
表
者
氏
名
も

書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
掲
示

板
に
、
意
見
を
書
き
込
む
こ
と
も

で
き
ま
す
（
開
設
期
間
＝　

月　
１２

１１

日
㈭
～　

日
㈭
）。

２５

◇
閲
覧
場
所

　

男
女
共
同
参
画
推
進
担
当
（
区

役
所
中
棟
二
階
）、
区
政
資
料
室

（
西
棟
二
階
）、
区
政
相
談
課
（
東

棟
一
階
。
区
民
意
見
提
出
期
間
中

の
土
・
日
曜
日
の
み
）、
男
女
平
等

推
進
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
１
們　

們
５６

３
）、
区
民
事
務
所
・
分
室
、
駅
前

事
務
所
、
図
書
館
、
福
祉
事
務
所
、

保
健
セ
ン
タ
ー

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の

概
要
と
そ
れ
に
対
す
る
区
の
考

え
方
は
、　

年
３
月
以
降
に「
広

２１

報
す
ぎ
な
み
」
や
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
る
予
定
で

す
。

理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理理解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支えええええええええええええええええええええええええあああああああああああああああああああああああああ理解・信頼・支えあいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ののののののののののののののののののののののののの共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををををををををををををつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつの共同参画社会をつくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

基　本　目　標

①就労による経済的自立が可能な環境の整備
②家庭における自立の促進
③趣味や余暇をとおした心豊かな生活の支援
④事業者と社会の意識啓発の促進

仕事と生活を両立させる（ワーク・ライフ・バランス）
仕組みづくり

目
標
目
標
ⅠⅠ

①地域ネットワークの多様化と充実
②高齢者の地域生活の充実
③子育て環境の充実

世代や立場を越えて共生できる地域づくり
目
標
目
標
ⅡⅡ

①DVの未然防止・早期発見のための取り組み
②DV被害者の保護
③自立支援
④教育・学習の充実

ＤＶ（配偶者等からの暴力）のない安全・安心な
社会づくり

目
標
目
標
ⅢⅢ

①国・東京都・関係機関との連携・協力の推進
②区・事業者・団体等との協働の推進

 目標の実現に向けた推進体制の充実★★

区は、平成１５年４月にまちづくりの基本となる理念や区民参画の方法などを定めた「まちづくり条例」を施行しました。
施行から５年が経過し、さまざまな課題に対応できるようにするため、条例の見直しを行い、このたび改正案の骨子をま
とめました。そこで、「杉並区自治基本条例」に基づく区民等の意見提出手続により、皆さんのご意見を伺います。

――問い合わせは、都市計画課企画調査係へ。

改
正
の
背

  
改
正
の
背
景景

　

区
で
条
例
を
制
定
し
て
か
ら
五

年
が
経
ち
、
こ
の
間
、
大
規
模
開

発
へ
の
対
応
や
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
に
関
す
る
見
直
し
な
ど
が
浮
か

び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
法
の
改
正
に

伴
う
制
度
の
整
備
も
必
要
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
今

年
１
月
に
「
杉
並
区
ま
ち
づ
く
り

条
例
に
関
す
る
懇
談
会
」
を
設
置

し
、　

月
に
、
懇
談
会
か
ら
区
長

１０

に
「
杉
並
区
ま
ち
づ
く
り
条
例
見

直
し
に
向
け
た
提
言
」
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

区
は
こ
の
提
言
を
受
け
て
、
条

例
の
改
正
に
向
け
た
検
討
を
行

い
、
改
正
案
の
骨
子
を
ま
と
め
ま

し
た
。

改
正
の
目

  
改
正
の
目
的的

煙
地
域
の
特
性
や
周
辺
環
境
に
十

分
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

煙
地
域
に
お
け
る
十
分
な
合
意
形

成
を
大
切
に
し
、
区
民
同
士
の
協

働
や
区
民
と
事
業
者
、
区
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

煙
テ
ー
マ
型
ま
ち
づ
く
り
や
ま
ち

づ
く
り
構
想
の
提
案
、
都
市
計
画

の
提
案
な
ど
に
つ
い
て
定
め
、
住

民
参
画
に
よ
る
計
画
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

条
例
改
正
案
の
概

  
条
例
改
正
案
の
概
要要　
　

◇
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
関
す
る

こ
と

①
地
区
指
定
型
お
よ
び
テ
ー
マ
型

の
二
つ
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を

追
加
し
、
現
行
条
例
の
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
を
市
街
地
整
備
型
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
と
し
て
規
定
し
ま

す
。

②
協
議
会
の
認
定
要
件
に
つ
い

て
、
一
定
数
以
上
の
区
民
等
の
参

加
、
対
象
区
域
の
面
積
お
よ
び
対

象
区
域
内
の
区
民
等
の
参
加
の
保

障
な
ど
を
規
定
し
ま
す
。

◇
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
提
案
制

度
の
拡
充

①
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
区
長
に

提
案
す
る
、
ま
ち
づ
く
り
構
想
の

提
案
要
件
お
よ
び
公
告
・
縦
覧
な

ど
に
つ
い
て
定
め
、
住
民
参
画
と

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

②
地
区
計
画
等
の
申
出
者
に
、
認

定
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
加
え
る

と
と
も
に
、申
出
要
件
に
つ
い
て
、

申
出
区
域
が
一
定
面
積
以
上
で
あ

る
こ
と
や
土
地
所
有
者
等
の
一
定

以
上
の
賛
同
な
ど
を
要
件
に
し
、

地
域
の
特
性
や
合
意
形
成
を
尊
重

す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
申

出
に
つ
い
て
の
手
続
き
を
定
め
ま

す
。

③
都
市
計
画
の
提
案
者
と
し
て
認

定
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
加
え
る

と
と
も
に
、
提
案
要
件
と
し
て
、

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
の

ほ
か
に
、
説
明
会
の
開
催
な
ど
に

よ
る
地
域
の
合
意
形
成
な
ど
を
定

め
ま
す
。
ま
た
、
提
案
に
つ
い
て

の
手
続
き
を
定
め
ま
す
。

◇
大
規
模
土
地
取
引
の
事
前
届
出

制
度
の
創
設

　

一
定
規
模
以
上
の
土
地
取
引
に

つ
い
て
、
早
期
の
届
出
を
義
務
付

け
、
区
長
の
助
言
に
よ
り
周
辺
の

住
環
境
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
誘
導
し
ま
す
。

◇
大
規
模
開
発
事
業
に
関
す
る
制

度
の
創
設

　

大
規
模
開
発
事
業
（
一
定
規
模

以
上
の
土
地
面
積
ま
た
は
一
定
延

べ
面
積
以
上
の
建
築
も
し
く
は
一

定
戸
数
以
上
の
共
同
住
宅
の
建

築
）
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
土
地

利
用
構
想
の
届
出
を
義
務
付
け
ま

す
。

　

ま
た
、
構
想
に
対
す
る
意
見
書

の
提
出
な
ど
の
手
続
き
を
定
め
る

と
と
も
に
、
区
長
が
助
言
・
指
導

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。

◇
（
仮
称
）
杉
並
区
ま
ち
づ
く
り

景
観
審
議
会
の
設
置

　

現
在
、
都
市
計
画
審
議
会
の
専

門
部
会
が
担
っ
て
い
る
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
認
定
な
ど
に
つ
い
て

は
、
新
た
に
設
置
す
る
審
議
会
で

担
任
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

こ
の
審
議
会
に
つ
い
て
は
、
景

観
条
例
に
定
め
る
景
観
審
議
会
と

統
合
し
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

  
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
いい

　

ハ
ガ
キ
・
封
書
ま
た
は
閲
覧
場

所
に
あ
る
意
見
用
紙
に
書
い
て
、

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、　

月
１２

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
都
市
計
画

２５課
企
画
調
査
係
胃
５
３
０
７
倆
０

６
８
９
へ
。

　

ご
意
見
に
は
、
氏
名
・
住
所

（
在
勤
の
方
は
勤
務
先
の
名
称
・

所
在
地
、
在
学
の
方
は
学
校
名
・

所
在
地
）、事
業
者
の
方
は
事
業
所

名
称
・
所
在
地
・
代
表
者
氏
名
も

書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
掲
示

板
に
、
意
見
を
書
き
込
む
こ
と
も

で
き
ま
す
（
開
設
期
間
＝　

月　
１２

１１

日
㈭
～　

日
㈭
）。

２５

◇
閲
覧
場
所

　

都
市
計
画
課
（
区
役
所
西
棟
五

階
）、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
西
棟

三
階
）、
区
政
資
料
室
（
西
棟
二

階
）、区
政
相
談
課（
東
棟
一
階
。区

民
意
見
提
出
期
間
中
の
土
・
日
曜

日
の
み
）、区
民
事
務
所
・
分
室
、駅

前
事
務
所
、
図
書
館

※
条
例
改
正
（
案
）
の
主
な
内
容

は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

「「ままちちづづくくりり条条例例」」をを改改正正ししまますす「「ままちちづづくくりり条条例例」」をを改改正正ししまますす「まちづくり条「まちづくり条例例」」を改正しますを改正します


